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学芸員研究ノート酒匂川上流のリップルマーク 今永 勇(当館学芸員)

丹沢山地から発する酒匂川は、足柄

山地を横切ってV字型の、深い谷を作って

流れています。この谷底の111の流れの中

に、砂粒が集積してできた波のような水

底の模様を見ることがあります。水流に

運ばれる砂池は、粒の大きさによって水

中を引きずられたり、転がったり、また

はジャンプしたり、混濁液となったりし

て移動します。砂粒の集まりが移動して

つくる水底の峰と谷からなる模犠をリッ

プルと呼びます。砂粒がリ ップルの斜面

を峰まで登りきり、下流側の急斜面を谷

まで落ちます(図1)。このような砂粒

の運動が繰り返されて、リップルの砂の

峰が生き物のように下流に動いているの

を見ることがあります。写真1は、酒匂

川のヤガの付近の川原で、水流が道Z絶え

た後に水中から現れたリップルです。と

のリップルの波長(峰から次の峰までの

長さ)は2mから 3mで、波高は15cmほ

どありました。
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図l水流による砂の動き

酒匂川の流れの中にリップルが見られ

ることがありますが、他方、酒匂111の川

岸に露出する地層の中に、地層が堆積し

た時にできたリップルの跡ーリ ップル・

マークーが見つかることがあります。写

真2は、足柄上郡山北町清水の酒匂川河

岸から採集したリップル・マークのつい

た砂宕の塊です。現在は、博物館の収蔵

庫に保管しでありますが、このリップ

ル・マークは、足柄地域に広がっていた

海に砂や1擦が堆積していた時、浅い海の

波の作用によってで、きたものと思われま

す。浅い海底にできたリップル・マーク

は、後から運ばれた砂に埋まり、地層の

中に保存されたのです。

この酒匂川の川岸に露出している

砂岩や磯岩層は、足柄層群と呼ばれ

ています。

足柄層群は、伊豆半島の地塊と本州側の

地塊との聞の海の堆積物です。プレート

の動きに乗って移動してきた伊豆半島の

地塊が、本1H側に衝突しはじめて、衝突
された本州側の丹沢山地が島包しまし

た。丹沢から流れ出た傾斜

の急な111から多量の喋や砂

が海に運ばれました。そう

しで海に堆積した際や砂は、

伊豆の衝突にともなって摺

曲し隆起し、現在の足柄層

群となっているのです。微

化石や古地磁気の記録から

足柄層群の堆積した時代は

第四紀更新世の初期から中

期 (1印万年から河万年前)

にかけてであると考えられ

ています。更新世という非

常に新しい地質時代の地層

であるにもかかわらず激し

く摺曲変形し固結している

のです。酒匂川の河原の露

頭で見られる足柄層群には、

このような地質時代の歴史

が秘められています。

写真 1.現在の水流によるリップル

博物館に収蔵しである

リップル ・マークのついた

砂岩の塊は、リップル・

マークのできた堆積面に直

角の方向に切断加工しであ

ります。表面のリップルの

波長(峰から峰までの長さ)

は、 6-8cm程度、波高は、

O.5cm程で右下から左上の

方向に波が進んだ様子がわ

かります。写真3は、その

切断面の写真です。切断面

を観察すると、砂の聞に挟

まれた泥の薄い層が波のよ

うに、または~5HHのように

見えます。これは、砂が波

によって動いてリップルが

でき、波が停滞した時に混

写真2.酒匂川河原より採集したリップル ・マーク

付き砂岩塊

写真3バE積面に垂直に切断した面に見られる液状
と羽根状の唯積模様

濁していた水中の泥がリップルの上に静

かに堆積し、リップルの上を薄い泥が

覆ったものと思われます。切断面の模様

は、このように砂と泥が繰り返して堆積

してできた模様だと考えられます。

リップルには、二つの種類がありま

す。河川の流れや、海水の流れのような

一方向の流れによってできるフロー・

リップルと、波のように行ったり来たり

する流れによってできるウェイブ・リッ

プルです。リップル ・マークを、日本語

では漣痕(レンコン)と言います。漣痕
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が、[さざなみの跡」という意味ならば、

言葉の意味として狭く、リップル全体を

表す言葉としては、物足りないように思

われます。

酒匂川の上流のヤガ付近の河原は、河

原の崖に露出する足柄層群の中に、およ

そ1∞万年前にできたリップル ・マーク

が観察されます。また条件がよければ、

現在の水流によるリップルの形成が見ら

れます。ーカ所で現世と地質時代のリッ

プルが見られる実にすばら しい場所だと

思います。


